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北病棟チームカンファレンス記録
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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

・転出・転入時のメールについて、件名語尾にどこからどこへ移動になったのか件名を見て分かるように表記して下さい。

　転出例「北→東Ａ」

転入例「西Ｂ→北」
・SW不在のお知らせが来ています｡

　4/29（木）～30（金）山田PSWが不在となります。緊急時や確認事項がある際は山田PSWの携帯電話へ連絡して下さいとの事ですので周知をお願いします｡

・日当直医師記録書式について、従来は佐藤AOMにて書式管理を行いプリントアウトしていましたが、今後は毎週月曜日準夜勤スタッフにて１週間分のプリントアウトをお願いしますとの事です。書式は看護共有→日当直医師記録管理フォルダ内。月曜日準夜チーフのスタッフは忘れずに行なうようお願いします｡

・欠席者懇談会が5/6（木）→5/12（水）へ変更になります｡

・日常生活支援担当より

　日常生活支援能力評価表の4月分総括の記載、提出を各受け持ちスタッフでお願いします｡

＜患者様連絡事項＞

・田名部　浩平様～ご家族（母）へ小遣い管理について電話連絡しています。北病棟では洗濯、買物等に現金を使用する事を説明し、医事預り金から毎月1万円渡して欲しいとの事です｡通帳管理費が1日210円（月6,000円程度）かかる事も説明し了承されています。現在小遣いがなく洗濯も出来ない状況の為、医事へ連絡していますが祝日連休により、お金が用意出来ないとの事です｡その為、連休中分の小遣いに関しては4/30（金）母面会時に持って来ていただけるそうです。当面はスタッフ預かりとなります。

　　　　　　　　　血圧に関して収縮期値が高値の為、西病棟では主治医より昼1回血圧測定の指示があったそうです。北病棟でも同様に血圧測定していく事とします｡

　　　　　　　　　以前、無断離院した経緯のある方なのでスタッフ配置に留意し（ホールやオフィスカウンターにて観察）再度同様の事故のないようにしていきましょう。

　　　　　　　　　喫煙に関して、西病棟では喫煙されていた方ですが、転入後は「無ければ吸わなくてもいい」と話されていたそうです。喫煙習慣のあった方の為、吸わない事によるイライラ等の出現が予測される事、また喫煙する場合にライターを自己管理し危険が無いかの判断が現状ではまだ出来ない事から、受け持ちスタッフは今後の喫煙について本人と話し合うようにしていきましょう。

　　　　　　　　　5/3（月）ご家族より外出希望あり（ご家族付き添い・散髪、買物目的）主治医より許可となっています。入院中、外出した事が無い為、外出前後の精神状態変化の観察を行っていきましょう｡

　　　　　　　　SST→Dグループ

　　　　　　　　ナイトプログラム→1週間見学を行い、本人の希望を加味し検討していく事としています。

＜服薬自己管理状況評価・検討＞

・佐々木　康子様～4/28（水）から1週間自己管理開始しています。セット時はミス無く1週間分セットする事出来ています。引き続き服薬状況について観察していきましょう。

・井上　和美様～1週間自己管理実施していますが、セット・服薬ともにミス無く行う事出来ています｡

・中野渡　鉄男様～昼食後に夕食後の薬を持って来られています。介入に対し「急いでいた」と話していたそうです｡引き続き服薬状況の観察をしていきましょう。

＜物品発注について＞

１　トイレットペーパーの使用量増加

　　→病床利用率的に東、南よりも使用量が多い。
２　Ａ４上質紙の使用量増加

　　→年間平均1日あたり30枚の紙を使用している。
上記の指摘があったそうです｡指摘内容について意見交換を行っています。

１について

・患者様へナイトプログラムにて節約を呼びかける。

・患者様へ適切な使用量の指導（必要以上に使っていないか）。

・予備をセットせずに患者様の節約意識を高めては？

・使用量チェックの際、男性・女性と分けてカウントしてみては？

・カウント結果を患者様へフィードバック。

２について

・必要書類のプリント以外は裏紙の使用を徹底する。

＜安ヶ平Dr.診察状況＞

・久保　清美様～低血糖予測指示4/30（金）～5/13（木）まで14日分でています。低血糖症状の観察を行っていきましょう｡
































































